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◎注意事項をよくお読み下さい

出所:各種報道・Bloomberg

円キャリートレードに再興の兆し：

りそな経済フラッシュ
（円キャリートレード）

2024年 1月 31日
りそなHD 市場企画部

担当：苅谷
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ボラティリティが
低下

「ボラティリティ」は、日銀の金融政策正常
化観測とともに一時高まるも、再度低下傾向
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金利差

5.56%

「日米金利差」は、日本のマイナス金利と米
国の大幅利上げを背景に、高水準で推移
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(円)

円キャリートレード
が

円安の一因？

円キャリートレードが行いやすい状況下で、
為替相場には「円安圧力」がかかっている？

解説：円キャリートレードとは･･･低金利の円で調達した資金を高金利の外貨で運用することで、収益を得る取引のこと。
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※価格の変動率の大きさ

金融市場
株や債券
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③更に運用

$

海外投資家

日米金利差は大きいし、為替の変動率も
落ち着いてきたから、

大きい収益が安定して得られる！

条件その2

ボラティリティ※

条件その1

日米金利差
結果

円安圧力

「日米金利差が高水準」・「ボラティリティが低下傾向」であることから、円キャリートレードが行いやすい
環境が整いつつあり、足元の為替市場の円安の1つの要因になっている可能性。

②円をドルに換える
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①円を調達
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円安圧力


